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1．従業員満足度調査を
活用するには？

　みなさんの会社では従業員満足
度調査を実施していますか？　実
施している場合，どのように活用
していますか？　満足度の平均が
前年度よりも上がったから良かっ
た，下がったから問題だ，という
観点だけではせっかく調査をして
も活用できているとはいえませ
ん。従業員満足度調査を実施する
場合，なぜその結果が出たのかを
分析し，分析結果から見える課題
に対して適切な対策をとる必要が
あります。満足度調査を分析する
その手法の 1つが相関分析です。

2．相関係数と分布図を見て
相関分析をやってみよう

　相関分析は 2変数間の関係を数
値で表す手法です。難しそうです
が，「 2つのグループがどれくら
い強く関係しているか」を調べる
ための方法だと考えておきましょ
う。相関分析はピープルアナリテ
ィクスで利用できる場面が多い便
利な手法であるうえにExcelを使
って簡単にできるので，ぜひ覚え
ておきましょう。
 手順 1 ：相関係数を調べる
　相関分析では，相関係数という

数値を計算します。相関係数は 2
つのグループの関係の強さを示す
指標で，－ 1 ～ 1の数字で表し
ます。 0は全く関係がないことを
示し， 1や－ 1に近付くほど関係
性が強くなります。相関係数がど
れくらいであれば「相関がある」
といえるのかというと，明確な基
準はありませんが，一般的には次
のように判断できます（図表 1）。
　相関係数が 0 ～ 1のときは「正
の相関がある」といい，一方のグ
ループの数値が増えるともう一方
のグループの数値も増えるという
関係を示します。反対に－ 1 ～
0のときは「負の相関がある」と
いい，一方のグループの数値が増
えるともう一方のグループの数値
が減るという関係を示します。
　Excelを使って相関係数を調べ
る場合は，CORREL関数を使う
か，「データ」タブの「分析ツール」
から「相関」を選択することで簡
単に計算できます。
 手順 2 ：散布図で相関を見る
　相関分析をする際には，相関係
数を調べるだけではなく，第 3回
で紹介した散布図を作ってみまし
ょう（図表 2）。
　散布図があれば， 2つのデータ
の相関を視覚的に捉えることがで

きます。散布図が図表 2のaのよ
うに右上がりの場合は正の相関，
bのように右下がりの場合は負の
相関があることを示します。相関
がない場合は散らばった散布図に
なります。散布図を作ることで，
相関係数だけでは正しく把握でき
ない関係が分かります。例えば図
表 2のaとcの散布図はどちらも
0.90ですが，データの分布は全く
異なります。相関係数は相関の強
さを簡単に知ることができる便利
な指標ですが，実際に分析をする
際には散布図も使いながら実態を
正しく把握する必要があります。

3．従業員満足度調査を
分析してみよう

　ここからは相関分析を使って，
従業員満足度調査の分析をしてみ
ましょう。
　ここでは，ある部署の従業員満
足度調査の結果を例に見ていきま
す（図表 3）。この部署では，総
合満足度の向上に課題がありま
す。総合満足度とその他各項目と
の相関係数を算出すると，報酬へ
の満足度との相関が最も高いこと
が分かります。散布図でも確かに
正の相関がありそうです。つまり，
報酬への満足度が高い人は総合満

第5回　相関分析で従業員満足度調査を分析しよう

第 1回 なぜデータ分析が必要なのか

第 2回 知っておきたい統計学の知識

第 3回 グラフでデータを可視化しよう
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第 5回 相関分析で従業員満足度調査を分析しよう
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足度も高い傾向にあります。こう
した関係が分かると，報酬への満
足度をさらに重点的に分析する，
報酬制度の分析をする，といった
対応の方向性が見えてきます。
　課題がある指標そのものの経年
比較などの分析はもちろん重要で
すが，他の指標との関係性につい
ての分析も同じくらい重視する必
要があるのです。

4．相関関係と因果関係
その違いには要注意

　相関分析をするときに気を付け
たいのは，「相関関係」と「因果

関係」は違うということです。相
関があるからといって因果がある
とは限らないのです。
　相関関係とは，一方の値が変化
するともう一方の値も変化する，
という関係です。因果関係は，原
因である一方の値が変化した結果
もう一方の値が変化する，という
関係です。両者は似ているようで
全く違います。
　先ほどの満足度調査の例で考え
てみましょう。報酬への満足度と
総合満足度の相関係数が高いこと
は，一方が高い人はもう一方も高
い傾向がある，という関係を示す

に過ぎません。報酬への満足度が
高いからその結果総合満足度が高
い，と考えることはできないので
す。相関係数はデータ同士の関係
を分析するのに便利な手法です
が，因果関係と混同すると，分析
結果を受けて誤った対応をしてし
まう可能性があります。
　両者の混同を避けるには，統計
分析だけではなく実際の現場で確
認することも有効です。従業員へ
の個別ヒアリングや現場調査によ
って因果関係の有無が判断できる
こともあります。
　このように，実際の現場を確認
して分析結果の裏付けを取ること
で，分析が実際に使えるものにな
ることが多くあります。
　統計分析の目的は分析そのもの
ではなく実際に人事の現場で役立
てることにあり，現場での確認も
分析と同じくらい重要です。ここ
まで全 5回で解説してきた手法は
専門的な知識がなくてもできる簡
単な分析ばかりなので，ぜひ色々
な指標を分析してみてください。
みなさんの新しい発見の一助とな
ればうれしく思います。
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図表 1　相関関係の判断基準

図表 3　従業員満足度調査の分析例

図表 2　散布図の例
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散布図
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